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概　要
	

	
	


自己を仕向銀行または被仕向銀行とする実行済の通常口支払指図または同時決済口支払指図の明細について、ダウンロード区分、取引実行日および仕向・被仕向区分を指定してデータファイルを取得します。
ダウンロード区分が次の各号に掲げる場合に応じ、当該各号に定めるデータファイルを取得します。この場合、特定の通常口支払指図について照会を行う場合には当座勘定取引通番を、特定の同時決済口支払指図について照会を行う場合には受付番号を、それぞれ指定して照会を行います。

イ、当日分を指定した場合（注）
　　取引実行日を照会日当日とする実行済の明細に関するデータファイルを取得します。

ロ、過日分を指定した場合
　　取引実行日を指定した日（照会日の属する月の前月第１営業日から照会日の前営業日までの日に限ります。）とする実行済の明細に関するデータファイルを取得します。

（注）通常口支払指図または同時決済口支払指図にもとづく振替を実行した直後に取引実行日を照会日当日とする照会を行った場合には、その照会結果に当該通常口支払指図または同時決済口支払指図の明細が含まれない場合がありますので、注意してください。

	


入力画面
	



（基本領域）
	■274201 外国為替円決済
■支払指図明細

	ダウンロード区分
	① ◎ 当日分　○ 過日分

	取引実行日
	　　  ②  　   

	仕向・被仕向区分
	 ③  (必須) 仕向：１　被仕向：２

	相手行
	 　　④　　 コード検索

	当座勘定取引通番（自）
	　　 ⑤　 　

	当座勘定取引通番（至）
	　　 ⑥　 　

	受付番号（自）
	　  ⑦  　

	受付番号（至）
	　  ⑧  　

	支払指図取引種類
	 ⑨ 

	
	□入力データ固定　　
	　　連　続　　　実　行　　キャンセル　



	


入力手順
	



①　　ダウンロード区分を指定します。
取引実行日を照会日とする場合には当日分を、取引実行日を照会日の前営業日以前の日とする場合には過日分を指定します。
過日分を指定した場合には、②を入力します。

②　　取引実行日（照会日の属する月の前月第１営業日から照会日までの日に限ります。）を入力します。
年月日（和暦または西暦のいずれか一方）を入力します。
（例）令和２年４月１日（和暦）……［020401］
　　　　　　　〃　　　（西暦）……［20200401］
①で当日分を指定した場合には、この入力を省略することができます。この場合において、照会日以外の日を入力したときは、エラーとなります。
①で過日分を指定した場合には、照会日の属する月の前月第１営業日から照会日の前営業日までの日に限り入力することができます。これ以外の日を入力した場合または入力しなかった場合には、エラーとなります。

③　　仕向・被仕向区分コードを入力します。
自己を仕向銀行とする明細を照会する場合
仕向………［1］
自己を被仕向銀行とする明細を照会する場合
被仕向……［2］
④から⑨を入力しない場合には、③を入力後  実行 ボタンを押します。

④　　相手行の金融機関等コードを入力します。
③で仕向を指定した場合には、照会の対象となる被仕向銀行の金融機関等コードを、被仕向を指定した場合には、照会の対象となる仕向銀行の金融機関等コードを入力します。
（例）みずほ銀行（０００１）……［1］
照会の対象を指定しない場合には、この入力を省略します。
⑤から⑨を入力しない場合には、④を入力後  実行 ボタンを押します。

⑤　　当座勘定取引通番（自）を入力します。　
一の当座勘定取引通番について照会する場合には、当該当座勘定取引通番を、当座勘定取引通番の範囲を指定して照会する場合には、最初の当座勘定取引通番を入力します。
（例）０００００１……［000001］
ただし、全ての当座勘定取引通番について一括して照会する場合には、この入力を省略します。
また、①で過日分を指定し、⑦または⑧に受付番号を入力した場合において、⑤に当座勘定取引通番を入力したときは、データファイルを取得することができず、端末画面に照会結果として、「該当データなし」の旨を表示します。
⑥から⑨を入力しない場合には、⑤を入力後  実行 ボタンを押します。

⑥　　当座勘定取引通番（至）を入力します。
当座勘定取引通番の範囲を指定して照会する場合には、最後の当座勘定取引通番を入力します。
（例）００００３０……［000030］
ただし、全ての当座勘定取引通番について一括して照会する場合には、この入力を省略します。
なお、⑥のみに当座勘定取引通番を入力した場合には、当該当座勘定取引通番のみを照会対象とします。
また、①で過日分を指定し、⑦または⑧に受付番号を入力した場合において、⑥に当座勘定取引通番を入力したときは、データファイルを取得することができず、端末画面に照会結果として、「該当データなし」の旨を表示します。
⑦から⑨を入力しない場合には、⑥を入力後  実行 ボタンを押します。

⑦　　受付番号（自）を入力します。
一の受付番号について照会する場合には、当該受付番号を、受付番号の範囲を指定して照会する場合には、最初の受付番号を入力します。
（例）０１０００１……［010001］
ただし、全ての受付番号について一括して照会する場合には、この入力を省略します。
また、①で過日分を指定し、⑤または⑥に当座勘定取引通番を入力した場合において、⑦に受付番号を入力したときは、データファイルを取得することができず、端末画面に照会結果として、「該当データなし」の旨を表示します。
⑧および⑨を入力しない場合には、⑦を入力後  実行 ボタンを押します。

⑧　　受付番号（至）を入力します。
受付番号の範囲を指定して照会する場合には、最後の受付番号を入力します。
（例）０１００３０……［010030］
ただし、全ての受付番号について一括して照会する場合には、この入力を省略します。
なお、⑧のみに受付番号を入力した場合には、当該受付番号のみを照会対象とします。
また、①で過日分を指定し、⑤または⑥に当座勘定取引通番を入力した場合において、⑧に受付番号を入力したときは、データファイルを取得することができず、端末画面に照会結果として、「該当データなし」の旨を表示します。
⑨を入力しない場合には、⑧を入力後  実行 ボタンを押します。

⑨　　支払指図取引種類コードを入力します。
（例）送金（通常）……［41］
全ての支払指図取引種類ついて一括して照会する場合には、この入力を省略します。
⑨を入力後  実行 ボタンを押します。

	


処理結果
	



処理結果の画面表示後に、取得したファイルの「保存」等の操作を促す通知バーが表示された場合には、速やかにファイルの保存操作を行います（注）。

（注）必ず保存ボタンまたは保存ボタン横の▼ボタンを押し、一旦ファイルを保存してください（通知バーのファイルを開くボタンによりファイルを直接開かないでください。）。詳しくは、利用細則（共通事務）第２編Ⅲ．１１．（２）ハ．を参照してください。

	


データファイルの出力項目
	



取得されるデータファイルの出力項目については次のとおりです。

	出力項目

	・取引実行日
・仕向銀行コード（注１）
・仕向銀行名（注１）
・被仕向銀行コード（注２）
・被仕向銀行名（注２）
・当座勘定取引通番（注３）
・受付番号（注４）
・金額
・業務処理区分コード
・業務処理区分名（注５）
・支払指図取引種類（TRNS TYPE）
・支払指図取引種類名
・仕向銀行取引番号（INSTRUCTION ID）（注６）
・当座勘定取引通番（相手行）（注３）
・受付番号（相手行）（注４）


（注１）仕向・被仕向区分において、「１」を入力した場合には、仕向銀行となる自行の金融機関等コードおよび金融機関等名が当該項目に出力されます。仕向・被仕向区分において、「２」を入力した場合には、仕向銀行となる相手行の金融機関等コードおよび金融機関等名が当該項目に出力されます。
（注２）仕向・被仕向区分において、「１」を入力した場合には、被仕向銀行となる相手行の金融機関等コードおよび金融機関等名が当該項目に出力されます。仕向・被仕向区分において、「２」を入力した場合には、被仕向銀行となる自行の金融機関等コードおよび金融機関等名が当該項目に出力されます。
（注３）通常口支払指図明細の場合に出力されます。
（注４）同時決済口支払指図明細の場合に出力されます。
（注５）対象となる明細にかかる取引の業務処理区分名が出力されます。ただし、一部の業務処理区分名については略称で出力されます。
（注６）「半角ダブルクォーテーション（"）」および「半角カンマ（,）」が含まれる場合には、これらは半角スペースに変換されて出力されます。
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